
ス
の
情
報
を
農
地
ご
と
に
閲
覧
で

き
る
た
め
、さ
ら
に
実
用
性
が
向

上
。
農
地
の
集
約
が
進
む
中
、圃

場
の
情
報
や
作
業
指
示
、作
業
内

容
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、効

率
的
な
管
理
が
可
能
で
す
。

大
越
さ
ん　
さ
ら
な
る
会
員
数

の
増
加
、拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、全
農
の
事
業
所
か

ら
県
本
部
を
通
じ
て
、各
Ｊ
Ａ
や

生
産
者
向
け
の
操
作
研
修
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
導
入
し
た
J
A
で
は
、

圃
場
数
が
多
く
、シ
ス
テ
ム
化
が

難
し
か
っ
た
共
同
防
除
を
効
率
的

に
管
理
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

い
う
事
例
も
あ
り
ま
す
。
J
A
や

生
産
者
か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
と

て
も
う
れ
し
く
、仕
事
の
原
動
力

に
な
っ
て
い
ま
す
。

平
野
さ
ん　
Ｚ
‐
Ｇ
Ｉ
Ｓ
は
、Ｊ
Ａ

全
農
が
2
0
1
8
年
に
始
め
た

営
農
管
理
シ
ス
テ
ム
で
す
。
こ
れ

ま
で
白
地
図
に
手
書
き
し
て
い
た

圃
場
面
積
や
作
付
品
種
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
営
農
情
報
を
電
子
化
。

地
図
と
結
び
付
け
て
分
か
り
や
す

く
表
示
で
き
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

環
境
が
あ
れ
ば
ど
こ
か
ら
で
も
見

ら
れ
る
の
が
特
長
で
す
。
情
報
は

ク
ラ
ウ
ド
に
保
存
し
て
複
数
人
で

共
有
で
き
る
た
め
、グ
ロ
ー
バ
ル

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
取
得
な
ど
に
も
活

用
で
き
ま
す
。
稲
作
の
大
規
模
生

産
者
を
中
心
に
全
国
各
地
で
ご

利
用
い
た
だ
い
て
お
り
、ユ
ー
ザ
ー

数
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。

大
越
さ
ん　
「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ（
Ｍ
ｉ
ｃ

ｒｏ
ｓ
ｏ
ｆ
ｔ
社
）」で
出
力
す
る

た
め
、他
社
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携

が
簡
単
に
で
き
る
の
も
強
み
の一つ

で
す
。ザ
ル
ビ
オ
や
営
農
支
援
サ
ー

ビ
ス「
天
晴
れ
」な
ど
に
も
対
応
し

て
お
り
、連
携
す
る
と
各
サ
ー
ビ

ＪＡ全農 耕種総合対策部
スマート農業推進課
ＪＡ全農 耕種総合対策部
スマート農業推進課

課長 平野幸教さん（上）
　1993年入会。営農技術センターで花の
品種改良や青果センターでの営業を経て、
現職。

池町健太さん（右）
　2011年入会。営農技術センターや耕種
資材部で農薬を担当し、21年４月から同課
でザルビオの普及を担当する。

大越将大さん（左）
　2017年入会。営農技術センターや内閣
官房、デジタル庁への出向を経て、22年４月
から同課でZ-GISの普及を担当。

Ｚ
-Ｇ
Ｉ
Ｓ

平
野
さ
ん　
ザ
ル
ビ
オ
は
、作
物

や
品
種
、気
象
な
ど
の
情
報
や
人

工
衛
星
か
ら
の
画
像
を
、A
I
を

使
っ
て
解
析
す
る
こ
と
で
、最
適

な
栽
培
管
理
を
提
案
す
る
栽
培

管
理
支
援
シ
ス
テ
ム
で
す
。
ド
イ

ツ
の
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ー

ミ
ン
グ
社
と
協
業
し
、
21
年
に

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
生
育
や
病
害

の
予
測
、雑
草
に
応
じ
た
防
除
提

案
が
可
能
で
、熟
練
者
の
経
験
や

感
覚
が
デ
ー
タ
に
よ
っ
て
可
視
化

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
生

育
状
況
が
明
確
に
な
っ
た
こ
と

で
、最
適
な
農
薬
散
布
や
施
肥
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

池
町
さ
ん　
利
用
す
る
生
産
者

を
訪
問
し
た
際
に
、「
こ
ん
な
夢
み

た
い
な
機
能
が
あ
る
な
ん
て
」と

感
動
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
あ
る
県
で
は
、病
害
虫

防
除
所
の
い
も
ち
病
予
測
が
発

表
さ
れ
る
よ
り
も
、早
く
ザ
ル
ビ

オ
が
予
測
し
た
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
生
産
者
の
方
に
メ
リ
ッ
ト
を

実
感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
励
み

と
な
っ
て
い
ま
す
。

池
町
さ
ん　
さ
ま
ざ
ま
な
生
産

者
の
方
に
使
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

さ
ら
に
機
能
を
拡
充
し
て
い
く
計

画
で
す
。
始
め
は
水
稲
、大
豆
か

ら
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
ま
し
た
が
、

機
能
を
絞
り
つ
つ
、麦
、バ
レ
イ

シ
ョ
、タ
マ
ネ
ギ
、ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、

キ
ャ
ベ
ツ
な
ど
対
応
作
物
を
広
げ

て
い
ま
す
。Ｚ‐Ｇ
Ｉ
Ｓ
や
ザ
ル
ビ

オ
で
農
作
業
を「
見
え
る
化
」す
る

こ
と
で
、作
業
の
効
率
化
や
後
継

者
の
育
成
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

次回は耕種資材部、「生分解性マルチで環境調和型農場を実現」
9月21日（水）掲載予定（毎週水曜日掲載）

他
サ
ー
ビ
ス
と
連
携

農
地
情
報
を
一
括
管
理

ザ
ル
ビ
オ

生
育
を
デ
ー
タ
で
可
視
化

病
害
を
い
ち
早
く
予
測

Ｚ－ＧＩＳ、ザルビオでデジタル化を支援

事業部
連載企画 12

全農に全農に
営農関連技術や新品種の開発・実証・普及
トータル生産コストの低減、GAP認証取得の支援
TAC活動の強化・人材育成、事業継承の取り組み支援

　マニュアルがなく、熟練の技や感覚が必要とされてきた農業では、労
働力不足や技術の継承が喫緊の課題となっています。こうした課題を解
決するため、ＪＡ全農耕種総合対策部では、スマート農業の導入に注力。

営農管理システム「Z-GIS」や栽培管理支援システム「ザルビオ・フィー
ルドマネージャー」などの活用を支援しています。安価で導入しやすい
各システムの特長や他サービスとの連携についてお聞きしました。

密着密着

耕種総合対策部耕種総合対策部

Q
Ｚ
‐
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
は
?

Q
ザ
ル
ビ
オ
と
は
?

Q
他
社
サ
ー
ビ
ス
と
の
連
携
は
?

Q
今
後
の
目
標
は
?

Q
反
響
や
や
り
が
い
は
?

Q
今
後
の
展
望
は
?

主な
事業内容

Z-GISの圃場地図を利用したラジコンヘリ防除


